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1. 総合試験（第 6 学年） 

 過去 4 年分の本学 6 年生の成績を説明変数、国試合否を目的変数とした Logistic 解
析式を作り、今年の 6 年生の総合試験（本試のみ）成績を代入し、国試の合否予測を試

みた。結果は教務委員長に提出した通りである。今年度からは総合試験に再試が加わっ

たが、その効果検証は来る 3 月の国試結果に照らして報告する予定である。 
２．Mini FD 
      e-learning に関する miniFD を 1 月 18 日（月）に行った。このシリーズの 3 回    

目で、Moodle を利用するハンズオンセミナーで、授業用資料の電子的配布、小テスト、

提出物の電子的回収が可能にする技術である。最終の 4 回目は 2 月 24 日（月）17：00
～18：00 に教育 1 号館 1611 教室にて開催予定。多数の受講を願う。 

３．模擬患者（Simulated Patient; SP）関連 
   SP 養成が 10 年になるのを機に計画した記念誌の原稿が出そろったので、印刷に向

けて準備中である。 
４．医学教育ワークショップ 
   2 年ごとの医学教育ワークショップは、久留米シティプラザの予約状況により、開催

時期を 1 週間遅らせ平成 28 年 9 月 1 日（木）と 2 日（金）に変更した。特別講演に久

留米大学文学部の安永 悟教授（教育心理学、協同教育）を招聘することとした。学

生に能動的な学修を促す教育方略につき参加者を巻き込みながら紹介していただく。

教員の教育技術向上を目指した FD とする予定である。 
５．学外活動 

  ・1月 23 日（土）、24日（日）に柏木講師が岐阜で開催された第 59回医学教育セミナー（MEDC）

に参加した。「臨床コンテクストで行動科学を学習するための PBL教材を作成する」という

グループワークを体験し、分野別認証で必要とされる「行動科学とは何か」について具体的

に議論し、有意義であった。 

  ・1月 29 日（金）、30日（土）に安達が久留米大学指導医講習会（北九州八幡ロイヤルホテ

ル）のタスクフォースとして参加した。 

  ・1月 30 日（土）、31 日（日）に神代が福岡大学医学部キャンパスで開催されたプライマリ・

ケア連合学会 第 11回九州支部総会・講習会に参加し、「多専門職間連携」と題するグルー

プワークの座長兼ファシリテーターを務めた。 

  ・1月 30日（土）、31日（日）に北川が大阪での医療系 e-ラーニング全国交流会で世話人



を務めた。 

６．医学科学生の学会発表支援 

  学生より相談された医学教育学会への発表希望をかなえるために、倫理委員会への書類提出

を手伝った。迅速に審査されることを望む。 
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